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史
観
第
一
七
六
冊
一
〇
四
紙
屋
敦
之
教
授
　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
譜
一
九
四
六
年
六
月
二
四
日　
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
生
ま
れ
【
学
歴
】
一
九
六
五
年　
三
月　
　
鹿
児
島
県
立
甲
南
高
等
学
校
卒
業
一
九
六
五
年　
四
月　
　
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
入
学
（
～
一
九
六
九
年
三
月
卒
業
）
一
九
六
九
年　
四
月　
　
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学
（
～
一
九
七
二
年
三
月
卒
業
）
一
九
七
四
年　
四
月　
　
同
大
学
院
博
士
課
程
入
学
（
～
一
九
八
一
年
三
月
単
位
取
得
満
期
退
学
）
一
九
九
一
年　
六
月　
　
文
学
博
士
（
早
稲
田
大
学
）
【
職
歴
】
一
九
八
七
年　
四
月　
　
福
岡
大
学
人
文
学
部
助
教
授
（
～
一
九
九
二
年
三
月
）
一
九
九
二
年　
四
月　
　
早
稲
田
大
学
第
一
・
第
二
文
学
部
助
教
授
、
翌
年
教
授
（
二
〇
〇
四
年
よ
り
文
学
学
術
院
）
一
九
九
四
年　
九
月　
　
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
学
生
担
当
教
務
主
任
（
～
一
九
九
六
年
九
月
）
紙
屋
敦
之
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
〇
五
一
九
九
八
年　
二
月　
同
大
学
学
生
部
長
（
～
二
〇
〇
二
年
一
一
月
）
二
〇
〇
二
年
一
一
月　
同
大
学
図
書
館
長
（
～
二
〇
〇
六
年
九
月
）
二
〇
〇
三
年　
四
月　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
日
本
史
部
会
委
員
・
部
会
長
（
～
二
〇
〇
五
年
三
月
）
二
〇
〇
七
年　
四
月　
早
稲
田
大
学
系
属　
早
稲
田
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
（
～
二
〇
一
一
年
三
月
）
二
〇
一
〇
年　
四
月　
早
稲
田
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
部
長
（
～
二
〇
一
七
年
三
月
）
　
　
同　
　
一
一
月　
早
稲
田
大
学
理
事
（
学
生
部
門
総
括
、
～
二
〇
一
四
年
一
一
月
）
　
　
同　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
平
山
郁
夫
記
念
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
所
長
（
～
二
〇
一
四
年
一
一
月
）
　
　
同　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
系
属　
早
稲
田
高
等
学
校
理
事
長
（
～
二
〇
一
四
年
一
一
月
）
　
　
同　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
系
属　
早
稲
田
渋
谷
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
校
理
事
長
（
～
二
〇
一
四
年
一
一
月
）
　
　
　
　
　
　
　
　
主
要
著
作
目
録
著
書
　
一
九
九
〇
年　
二
月　
『
幕
藩
制
国
家
の
琉
球
支
配
』　
校
倉
書
房
　
一
九
九
七
年
一
二
月　
『
大
君
外
交
と
東
ア
ジ
ア
』　
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
三
年　
八
月　
『
琉
球
と
日
本
・
中
国
』　
山
川
出
版
社
　
二
〇
〇
九
年　
四
月　
『
歴
史
の
は
ざ
ま
を
読
む
―
薩
摩
と
琉
球
―
』　
榕
樹
書
林
　
二
〇
一
三
年　
三
月　
『
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
琉
球
と
薩
摩
藩
』　
校
倉
書
房
　
二
〇
一
七
年　
一
月　
『
梅
北
一
揆
の
研
究
』　
南
方
新
社
共
著
　
一
九
九
五
年　
四
月　
『
日
本
の
近
世
―
地
域
と
文
化
―
』　
梓
出
版
社
史
観
第
一
七
六
冊
一
〇
六
共
編
著
　
二
〇
〇
二
年　
九
月　
『
展
望
日
本
歴
史
14　
海
禁
と
鎖
国
』　
東
京
堂
出
版
論
文
　
一
九
七
五
年　
九
月　
「
梅
北
一
揆
の
歴
史
的
意
義
―
朝
鮮
出
兵
時
に
お
け
る
一
反
乱
―
」　
『
日
本
史
研
究
』
第
一
五
七
号
　
一
九
七
六
年
一
一
月　
「
琉
球
支
配
と
幕
藩
制
」、
歴
史
学
研
究
会
編
『
世
界
史
の
新
局
面
と
歴
史
像
の
再
検
討
』
青
木
書
店
　
一
九
七
八
年　
一
月　
「
幕
藩
制
下
に
お
け
る
琉
球
の
位
置
―
幕
・
薩
・
琉
三
者
の
権
力
関
係
―
」、
北
島
正
元
編
『
幕
藩
制
国
家
成
立
過
程
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
八
〇
年　
三
月　
「
島
津
氏
の
琉
球
出
兵
と
権
力
編
成
」『
沖
縄
史
料
編
集
所
紀
要
』
第
五
号
　
一
九
八
三
年　
九
月　
「
琉
球
国
司
号
―
近
世
日
中
関
係
史
の
一
視
点
―
」、
北
島
正
元
編
『
近
世
の
支
配
体
制
と
社
会
構
造
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
八
五
年　
九
月　
「
七
島
郡
司
考
―
明
清
交
替
と
琉
球
支
配
―
」『
南
島
史
学
』
第
二
五
・
二
六
合
併
号
　
一
九
八
七
年　
四
月　
「
日
本
近
世
の
統
一
と
韃
靼
」、
田
中
健
夫
編
『
日
本
前
近
代
の
国
家
と
対
外
関
係
』　
吉
川
弘
文
館
　
　
　
同　
　
一
〇
月　
「
亀
井
琉
球
守
考
―
豊
臣
政
権
の
琉
球
支
配
―
」、
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
琉
球
・
沖
縄
―
そ
の
歴
史
と
日
本
史
像
―
』
雄
山
閣
　
　
　
同　
　
一
一
月　
「
幕
藩
制
国
家
の
成
立
と
東
ア
ジ
ア
」『
歴
史
学
研
究
』
第
五
七
三
号
　
一
九
八
八
年　
二
月　
「
薩
摩
の
琉
球
侵
入
」『
琉
球
新
報
』
新
琉
球
史
第
三
四
～
四
九
回
、
琉
球
新
報
社
。
の
ち
に
琉
球
新
報
社
編
『
新
琉
球
史　
近
世
編
（
上
）』
琉
球
新
報
社
、
一
九
八
九
年
九
月
、
に
再
録
。
　
　
　
同　
　
　
三
月　
「
琉
球
使
節
の
最
後
に
関
す
る
考
察
」『
七
隈
』
第
二
五
号
、
福
岡
大
学
歴
史
研
究
部
　
　
　
同　
　
　
八
月　
「
江
戸
上
り
」『
琉
球
新
報
』
新
琉
球
史
第
一
四
七
～
一
五
六
回
、
琉
球
新
報
社
。
の
ち
に
琉
球
新
報
社
編
『
新
琉
球
史　
近
世
編
（
下
）』
琉
球
新
報
社
、
一
九
九
〇
年
三
月
、
に
再
録
。
　
　
　
同　
　
一
二
月　
「
近
世
の
日
中
貿
易
に
つ
い
て
」『
歴
史
と
地
理
』
第
四
〇
〇
号
、
山
川
出
版
社
　
一
九
八
九
年
一
〇
月　
「
対
明
政
策
と
琉
球
支
配
―
異
国
か
ら
「
異
国
」
へ
―
」、
深
谷
克
己
ほ
か
編
『
幕
藩
制
国
家
と
異
域
・
異
国
』
校
倉
書
紙
屋
敦
之
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
〇
七
房
　
一
九
九
〇
年　
三
月　
「
琉
球
使
節
の
解
体
」、
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
編
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
第
五
巻
、
浦
添
市
教
育
委
員
会
　
　
　
同　
　
一
〇
月　
「
幕
藩
制
国
家
の
蝦
夷
地
支
配
」『
思
想
』
第
七
九
六
号
、
岩
波
書
店
　
一
九
九
一
年　
三
月　
「
中
山
王
か
ら
琉
球
国
司
へ
、
そ
し
て
中
山
王
へ
」『
文
明
の
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
』
第
三
六
号
、
博
物
館
等
建
設
推
進
九
州
会
議
　
　
　
同　
　
　
　
　
　
「
九
州
の
国
際
関
係
―
鎖
国
と
東
ア
ジ
ア
―
」、
マ
リ
ア
ス
Ｂ
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
編
『
九
州
と
日
本
の
歴
史
』
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
日
本
研
究
学
科
　
一
九
九
二
年　
三
月　
「
梅
北
一
揆
の
伝
承
と
性
格
」『
史
観
』
第
一
二
六
冊
、
早
稲
田
大
学
史
学
会
　
　
　
同　
　
　
　
　
　
「
梅
北
一
揆
と
山
の
寺
」『
七
隈
史
学
会
会
報
』
第
五
号
、
福
岡
大
学
七
隈
史
学
会
　
　
　
同　
　
一
〇
月　
「
日
本
の
鎖
国
と
ア
ジ
ア
」、
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
異
国
と
九
州
―
歴
史
に
お
け
る
国
際
交
流
と
地
域
形
成
―
』
雄
山
閣
出
版
　
一
九
九
三
年　
二
月　
「
大
君
外
交
と
近
世
の
国
制
」『
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
︿
哲
学
・
史
学
編
﹀
』
第
三
八
輯
　
　
　
同　
　
一
二
月　
「
琉
球
・
ア
イ
ヌ
と
近
世
国
家
」『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
第
一
一
巻
近
世
一
、
岩
波
書
店
　
一
九
九
四
年　
三
月　
「
西
と
東
の
異
域
」、
青
木
美
智
男
編
『
日
本
の
近
世
17　
東
と
西　
江
戸
と
上
方
』
中
央
公
論
社
　
　
　
同　
　
　
九
月　
「
蝦
夷
地
の
支
配
と
韃
靼
」『A
CT
A
　
A
SIA
T
ICA
』
第
六
七
号
、
東
方
学
会
　
一
九
九
五
年　
一
月　
「
大
君
外
交
と
日
本
国
王
」、
田
中
健
夫
編
『
前
近
代
の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』
吉
川
弘
文
館
　
　
　
同　
　
　
五
月　
「
北
京
の
琉
球
使
節
」『
歴
史
手
帖
』
第
二
三
巻
第
六
号
、
名
著
出
版
　
　
　
同　
　
　
八
月　
「
島
津
氏
の
侵
略
と
そ
の
背
景
」『
那
覇
市
史　
通
史
篇
第
一
巻　
前
近
代
史
』
那
覇
市
役
所
　
一
九
九
六
年　
三
月　
「
岡
山
藩
と
対
外
関
係
」『
岡
山
藩
の
支
配
方
法
と
社
会
構
造
』、
一
九
九
四
・
九
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
一
般
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
代
表
深
谷
克
己
史
観
第
一
七
六
冊
一
〇
八
　
　
　
同　
　
一
〇
月　
「
日
本
国
王
と
琉
球
国
司
」、
高
良
倉
吉
ほ
か
編
『
新
し
い
琉
球
史
像
―
安
良
城
盛
昭
先
生
追
悼
論
集
―
』
榕
樹
社
　
　
　
同　
　
一
一
月　
「
徳
川
家
康
と
琉
球
王
の
対
面
に
関
す
る
一
史
料
」『
日
本
史
攷
究
』
第
二
二
号
、
日
本
史
攷
究
会
　
一
九
九
七
年　
五
月　
「
大
君
外
交
の
海
外
情
報
ル
ー
ト
」、
岩
下
哲
典
・
真
栄
平
房
昭
編
『
近
世
日
本
の
海
外
情
報
』
岩
田
書
院
　
　
　
同　
　
一
一
月　
「
鉢
植
え
の
大
名
た
ち
」・「
海
は
閉
ざ
さ
れ
た
か
」、
荒
木
敏
夫
ほ
か
編
『
日
本
史
の
エ
ッ
セ
ン
ス　
歴
史
が
物
語
る
も
の
』
有
斐
閣
　
一
九
九
八
年　
七
月　
「
薩
摩
と
琉
球
―
琉
球
の
主
体
性
を
考
え
る
―
」『
文
学
』
第
九
巻
第
三
号
、
岩
波
書
店
　
一
九
九
九
年　
二
月　
「
薩
摩
藩
の
琉
球
支
配
と
中
国
情
報
」、
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
編
『
黎
明
館
開
館
15
周
年
記
念
特
別
展　
海
洋
国
家
・
薩
摩
―
薩
摩
に
鎖
国
は
な
か
っ
た
―
』
図
録
、
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
　
　
　
同　
　
　
三
月　
「
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
琉
球
」『
沖
縄
文
化
研
究
』
第
二
五
号
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
　
　
　
同　
　
一
二
月　
「
琉
球
の
慶
賀
使
に
つ
い
て
」『
歴
史
と
地
理
』
第
五
三
〇
号
、
山
川
出
版
社
　
二
〇
〇
三
年　
三
月　
「
東
ア
ジ
ア
の
中
の
蝦
夷
地
」『
平
成
14
年
度
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
報
告
集
』、
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研
究
推
進
機
構
　
二
〇
〇
四
年
一
一
月　
「
梅
北
一
揆
に
お
け
る
井
上
弥
一
郎
と
そ
の
後
」、
日
本
史
攷
究
会
編
『
日
本
史
攷
究
と
歴
史
教
育
の
視
座
』
早
稲
田
大
学
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
　
二
〇
〇
五
年
一
二
月　
「
琉
米
修
好
条
約
の
締
結
と
首
里
王
府
―
総
理
官
・
布
政
官
を
中
心
に
―
」『
ア
ジ
ア
歴
史
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
集　
近
代
移
行
期
の
東
ア
ジ
ア
―
政
治
文
化
の
変
容
と
形
成
―
』、
早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
歴
史
文
化
研
究
所
　
二
〇
〇
六
年　
八
月　
「
琉
球
国
家
の
成
立
」・「
幕
藩
制
国
家
と
琉
球
国
家
」、
宮
地
正
人
ほ
か
編
『
新
体
系
日
本
史
１　
国
家
史
』
山
川
出
版
社
　
　
　
同　
　
一
一
月　
「
琉
球
の
中
国
へ
の
進
貢
と
対
日
関
係
の
隠
蔽
」、
早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
地
域
文
化
エ
ン
ハ
ン
シ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
ア
ジ
ア
地
域
文
化
学
の
発
展
―
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
集
成
―
』
雄
山
閣
　
二
〇
〇
七
年　
三
月　
「
琉
球
の
石
高
制
と
稲
作
」、
海
老
澤
衷
編
『
講
座
水
稲
文
化
研
究
Ⅲ　
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
の
起
源
と
伝
播
―
伊
予
国
弓
削
島
紙
屋
敦
之
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
〇
九
荘
の
調
査
』
早
稲
田
大
学
水
稲
文
化
研
究
所
　
　
　
同　
　
　
　
　
　
「
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
と
対
馬
藩
」『
対
馬
調
査
報
告
集
』、
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）『
藩
世
界
と
公
儀
―
九
州
地
方
を
中
心
に
―
』
の
研
究
成
果
、
研
究
代
表
深
谷
克
己
　
二
〇
〇
八
年　
五
月　
「『
日
本
国
王
』
復
号
―
新
井
白
石
の
国
家
構
想
―
」、
歴
史
科
学
協
議
会
編
『
天
皇
・
天
皇
制
を
読
む
』
東
京
大
学
出
版
会
　
　
　
同　
　
　
　
　
　
「
朝
鮮
通
信
使
の
接
待
役
と
大
名
」『
藩
世
界
と
公
儀
―
九
州
地
方
を
中
心
に
―
』
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
代
表
深
谷
克
己
　
二
〇
〇
九
年　
五
月　
「
七
島
・
七
島
衆
と
東
ア
ジ
ア
海
域
」、
新
川
登
亀
男
・
高
橋
龍
三
郎
編
『
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
・
民
族
・
考
古
』
雄
山
閣
　
　
　
同　
　
　
　
　
　
「
王
国
末
期
首
里
王
府
の
異
国
人
対
応
と
薩
摩
藩
」、
深
谷
克
己
編
『
東
ア
ジ
ア
の
政
治
文
化
と
近
代
』
有
志
舎
　
二
〇
一
〇
年　
二
月　
「
中
山
政
権
と
薩
摩
」、
沖
縄
県
文
化
振
興
会
史
料
編
集
室
編
『
沖
縄
県
史　
各
論
編
３　
古
琉
球
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
　
二
〇
一
一
年
一
二
月　
「
近
世
の
南
西
境
界
史
」『
日
本
史
の
研
究
』
第
二
三
五
号
、
山
川
出
版
社
　
二
〇
一
二
年
一
二
月　
「
一
五
〇
〇
年
朝
鮮
国
王
国
書
に
つ
い
て
」『
宮
崎
調
査
報
告
集
』、
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）『
藩
世
界
と
東
ア
ジ
ア
世
界
―
西
日
本
地
域
を
中
心
に
―
』
の
研
究
成
果
、
研
究
代
表
紙
屋
敦
之
　
　
　
同　
　
　
　
　
　
「
大
君
外
交
と
東
ア
ジ
ア
」、
ハ
ノ
イ
国
家
大
学
付
属
人
文
社
会
科
学
大
学
東
洋
学
部
日
本
学
科
フ
ァ
ン
・
ハ
イ
・
リ
ン
編
『
日
本
研
究
論
文
集　
日
本
と
ア
ジ
ア
』　
世
界
出
版
社
　
二
〇
一
三
年　
三
月　
「
江
戸
立
の
旅
役
所
に
つ
い
て
」『
藩
世
界
と
東
ア
ジ
ア
世
界
―
西
日
本
地
域
を
中
心
に
―
』
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
代
表
紙
屋
敦
之
　
　
　
同　
　
　
七
月　
「
寛
政
八
年
琉
球
使
節
の
江
戸
上
り
に
つ
い
て
」『
藝
能
史
研
究
』
第
二
〇
二
号
、
藝
能
史
研
究
會
